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「能動型機器接続歯面清掃用器具」又は「歯科用多目的超音波治療器」の取扱説明書を必ずご参照ください。 
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**【禁忌・禁止】 

１）適用対象（患者） 

・ 以下のような患者には使用しないこと。 
- 呼吸器疾患のある患者。[症状が悪化するおそれ] 
- 病的に深い歯周ポケット（６ｍｍ以上）、及び粘膜病変のある患者。

［軟組織や唾液腺付近へ長時間（５秒程度以上）噴射すると本品を

含んだエアが入り、ごく稀に皮下気腫を生じるおそれ］ 
- 重篤な消化器官潰瘍のある患者。[症状が悪化するおそれ] 
- 腎臓障害のある患者。[症状が悪化するおそれ] 
- 心機能障害、肺機能障害のある患者。[症状が悪化するおそれ] 
- 人工心臓弁、人工関節を装着し、抗凝固剤を服用している患者。[敗

血症、菌血症のおそれ] 
- 口腔内に疾患（口内炎、口腔粘膜炎等）がある患者。[症状が悪化

するおそれ] 
・ 以下の状態にある患者には使用しないこと。 

- 口腔内に損傷（外傷、熱傷等）が認められる患者。[症状が悪化す

るおそれ] 
- 口腔内に炎症、潰瘍、充血、出血、びらん、まひ感等が認められる

患者。[症状が悪化するおそれ] 
・ 以下の患者に対する深い歯周ポケットへの使用はしないこと。 

- 心内膜炎のある患者。［菌血症のおそれ］ 
- 妊婦又は妊娠している可能性のある婦人、授乳中の婦人。［菌血症

のおそれ] 
- 伝染病の患者。［菌血症のおそれ］ 
- 免疫不全症（好中球減少症、顆粒球減少症、無顆粒球症、糖尿病、

血友病）の患者。［菌血症のおそれ］ 
- 放射線治療中、化学療法治療中、抗生物質投与中の患者。［菌血症

のおそれ］ 
・ 本品、又は本品に含まれる成分に対してアレルギー症状の既往歴があ

る患者には使用しないこと。 

*【形状・構造及び原理等】 

１）形状 

 

 

 

 

 

 

 

２）主な原材料 

グリシン 

３）原理 

本品を圧縮空気、水と共に吹き付けることによる表面研磨。 

【使用目的又は効果】 

粉末状の研磨材で、歯科衛生士、歯科医師等が歯面の清掃及び研磨に用

いる。 

**【使用方法等】 

詳細については、製造販売業者が指定する能動型機器接続歯面清掃用器

具、又は歯科用多目的超音波治療器の取扱説明書を参照すること。 
① 能動型機器接続歯面清掃用器具、又は歯科用多目的超音波治療器の

使用方法に従って、本品を補充後、歯面の清掃及び研磨を行う。 
② 使用後は、能動型機器接続歯面清掃用器具、又は歯科用多目的超音

波治療器に残った本品を除去する。 
 

 

 

 

**  [使用方法等に関連する使用上の注意] 

・ 製造販売業者が指定する能動型機器接続歯面清掃用器具、及び歯科用

多目的超音波治療器以外に補充して使用しないこと。 

・ 使用するエアは、清浄な乾燥したエアを使用すること。[エアに水分、

油分が混じっていると本品が固まるおそれ] 

・ 患者が本品を大量に飲み込まないよう、必ずバキューム、又は排唾管

を併用すること。 

・ 使用前に本品の包装が開封又は破損していないか確認すること。 

・ 本品を補充する前に、本品のボトルをよく振ること。［本品が固まり、

詰まりのおそれ］ 

・ 本品の補充はゆっくりと行い、本品の飛散に注意すること。 

・ 本品の飛散を抑えるため、水をノズルから噴射させながら、使用すること。 

・ 開封したまま長時間経過した本品は使用しないこと。必ず乾燥した新

しい本品を使用し、使用後に余った本品は廃棄すること。 

**【使用上の注意】 

１）重要な基本的注意 
・ 使用中にアレルギー症状や口内炎の症状が認められた場合は直ちに

使用を中止し、医師の診断を受けること。 
・ 本品を使用した処置により発疹、皮膚炎などの過敏症があらわれた

場合や、気腫が発生した場合は、直ちに使用を中止し、医師の診断

を受けること。 
・ 飛散した本品が患者の口腔以外の粘膜部分（目、鼻等）に入らない

ように十分に注意すること。例えば、患者の顔をタオルのようなも

の、又は防護用眼鏡等で保護すること。 
・ 万一、目に本品が入った場合は、すぐに大量の水で目を洗浄し、眼

科医の診断を受けること。 
・ 使用の際には、術者、アシスタントとも常時、保護眼鏡、防塵マス

クを着用すること。また、噴射した本品をバキューム等で吸い取り

ながら使用すること。 
・ 患者がコンタクトレンズを装着している場合は、保護眼鏡を着用さ

せるか、コンタクトレンズを外させてから治療すること。 
・ 長時間の連続使用は避け、患者には随時うがいをさせること。 
・ 患者の唇にワセリン等を塗り、口角の乾燥又はひび割れを防ぐこと。 
・ 処置後、２～３時間以内に飲食（お茶、コーヒー、又は食べ物）を

してしまうと、歯の染色を引き起こしてしまう可能性があるため、

飲食をしないよう患者に指導すること。 

２）その他の注意 
・ 結石及び歯石は本品にて除去できないため注意すること。 
・ 使用後、使い残しの本品は決してボトルに戻さないこと。 

**【保管方法及び有効期間等】 

１）保管の条件 

直射日光、汚染、湿気を避けて常温にて保管すること。 

２）使用期間（使用期限） 

本品の包装に記載の使用期限までに使用すること。 

［記載の使用期限は、自己認証（当社データ）による］ 

例：  XXXXYY使用期限XXXX年YY月末日を示す。 

**【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者：株式会社ナカニシ 
ナカニシお客様相談窓口 

       ０１２０－７２４２－５６ 
受付時間 ９：００～１７：００（土日・祝祭日を除く） 

ＴＥＬ：０２８９－６４－３３８０ 
ＦＡＸ：０２８９－６２－５６３６ 

製造業者：３Ｍ シーフェルド工場 
国名：ドイツ 

粉末  


